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１ これまでのITSの導入状況
静岡県内では、静岡県の各部局や国土交通省、中日本高速道路株

式会社などが ＩＴＳの取組を進めております
スマートＩＣの設置促進

式会社などが、ＩＴＳの取組を進めております。

項目 内容 項目に対応した県内の取組

ITSの施策と県内の取組
スマートICは、通常のICに比べ建設費や管理費が縮減でき、スマートICの設

置により、高速道路の利便性の向上や周辺地域の活性化が期待できます。
県では、静岡県スマートＩＣ協議会を立ち上げ、スマートＩＣの導入を促進してお

ります。

①ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ
ｼｽﾃﾑの高度化

VICSや情報板を通じて、最適
経路・道路交通情報を提供。

・渋滞情報（VICS）の表示
（公安委員会）

②自動料金
収受システム

ETC、スマートＩＣの普及
・スマートIC設置の促進
（県交通基盤部）

新富士IC

御殿場JCT

御殿場IC

富沢IC
水窪北IC

新東名高速道路

中
部
横
断
自

三
遠

御殿場IC

裾野IC

【事業中】
新磐田スマートIC

【事業中】
駿河湾沼津スマートIC

【事業中】
小山スマートIC

③安全運転の
支援

運転手に対する危険警告や、
車線維持等の運転支援。

・ITSスポットの設置
（国土交通省・NEXCO）

④交通管理の
最適化

経路誘導・公共交通優先信
号制御

・光ビーコン設置
信号の最適化（公安委員会）

浜松いなさJCT

浜松いなさIC

藤枝岡部IC

新静岡IC

清水JCT

清水いはらIC

新清水IC
長泉沼津IC

大平IC

天城湯ヶ島IC

大場・函南IC三島塚原IC

函南塚本IC

鳳来峡IC

東栄IC 佐久間IC

静岡IC

動
車
道

遠
南
信
自
動
車
道

伊
豆
縦
貫
自

修善寺IC

大仁中央IC

浜松SAスマートIC

静岡SAスマートIC

富士川スマートIC

【事業中】
遠州森町スマートIC

【事業中】
愛鷹スマートIC

浜松いなさ北IC

裾野IC

沼津IC

富士IC

清水IC

新清水JCT

遠州豊田スマートＩＣ

最適化 号制御。 ・信号の最適化（公安委員会）

⑤道路管理の
効率化

災害や工事事務所等による
通行規制情報等の提供等。

・道路交通規制情報管理提供ｼｽﾃﾑ

・Webカメラ設置（県交通基盤部）

⑥公共交通の
・ﾊﾞｽﾛｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ（民間）

浜松いなさIC

浜松浜北IC 森掛川IC

島田金谷IC

三ヶ日JCT 富士山静岡空港

吉田IC

焼津IC

相良牧之原IC

東名高速道路

自
動
車
道

下田IC

下田北IC

河津IC

遠州豊田スマートIC

【事業中】
大井川藤枝スマートIC

菊川IC

掛川IC
袋井IC

磐田IC

浜松IC

浜松西IC

三ヶ日IC 【事業中】
東名静岡東スマートIC

【事業中】
舘山寺スマートIC

【事業中】
三方原スマートIC

⑥公共交通の
支援

公共交通の運行状況を提供。 ・公共車両優先システム
（公安委員会）

⑦商用車の
支援

効率的な配車計画の支援。
隊列走行。

・清水港船舶係留情報
システム（県交通基盤部）

（中日本高速道路Webサイトより）

道路に設置したカメラ等により、前線の道路状況を把握し、
情報板 ハイウェイラジオやＩＴＳスポット等の機器から交通

新東名でもＩＴＳを随所に活用

⑧歩行者の
支援

歩行者等に経路・施設案内な
どを提供。

・すごめぐり２２３
（県文化・観光部）

⑨緊急車両の
運行支援

緊急時の自動通報、緊急車
両の経路誘導

・現場急行支援システム
（公安委員会）

情報板、ハイウェイラジオやＩＴＳスポット等の機器から交通
情報等をリアルタイムに提供しています。

運行支援 両の経路誘導。 （公安委員会）

⑩次世代自動
車

の普及
持続可能な交通社会の実現。

・ふじのくにEV・PHVﾀｳﾝ構想
（県企画広報部）
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リアルタイムの
状況把握

分かりやすい
図形情報板

渋滞情報
の提供

カーナビへの
突発情報の提供

空き駐車マス
案内情報板



２ 交通基盤部道路局におけるITSの取組
交通基盤部道路局では、各道路管理者が持つ県内の道路情報を共有し、県民に通行規制情報を提供する静岡県道路通行規制情報管理提供システ

ムや 交通情報を扱う道路管理者や交通事業者の携帯サイトのリンク集となる陸海空の“みち”ポータルサイト「みちナビしずおか」を運営しています

ライブカメラ情報

道路管理者が設置したカメラ画像もWebサイト内で提供しています。

静岡県道路通行規制情報管理提供システム

ムや、交通情報を扱う道路管理者や交通事業者の携帯サイトのリンク集となる陸海空の みち ポ タルサイト「みちナビしずおか」を運営しています。

URL http://douro.pref.shizuoka.jp/kisei/program/

各道路管理者のシステムを連携して、
通行規制情報等を 共有化しています

道路通行規制情報等の共有

p p jp p g

通行規制情報等を、共有化しています。

道路通行規制情報等の提供

情報提供を行うWebサイトのトップページでは、道路通行規制の原因の種類
ごとに表示の色を変え、規制箇所を表示し、地図のページでは、規制の詳細

陸海空の“みち”ポータルサイト 「みちナビしずおか」

交通情報を扱う道路管理者や交通事業者の携帯サイトのリンク集を運営しています情報を提供してます。

海のみち

空のみち
富士山静岡空港

を拠点

トップページ

交通情報を扱う道路管理者や交通事業者の携帯サイトのリンク集を運営しています。

陸のみち

海のみち
清水港や田子の浦港

御前崎港を拠点

地図のページ

3URL http://smiles.pref.shizuoka.jp/d-michinavi/index.html

陸のみち
東名高速道路や
国道１号、新幹線



３ ふじのくに静岡ＩＴＳ推進協議会

協議会の目的
平成24年４月に新東名高速道路の県内区間が開通するなど、更なるＩ

ＴＳ活用の場が広がってきたことから 平成25年3月27日に「ふじのくに 協議会の目的

協議会は、「誰でも、どこでも快適に移動できる社会」を実現するため、
ITSの最新技術の情報を共有し、静岡県におけるITSの推進を図ること
を目的としています。

ＴＳ活用の場が広がってきたことから、平成25年3月27日に「ふじのくに
静岡ＩＴＳ推進協議会」を設立しました。

新東名高速道路の開通により東海道新時代が幕開け

交流圏域が拡大
観光の活性化

ふじのくに静岡ITS推進協議会

・最新のITS技術の情報共有・活用
・ITSに関連した取組の連携

観光の活性化

目標

「誰でも、どこでも快適に移動できる社会」

安全・安心で魅力ある

く 実

平成24年4月14日
御殿場JCT 三ヶ日JCT間の約162kmが開通 ふじのくにの実現御殿場JCT～三ヶ日JCT間の約162kmが開通

協議会のメンバー

構成員

交通基盤部長（会長） 企 広報部理事 文化 観光部長
設立後の取組内容

委員
交通基盤部長（会長）、企画広報部理事、文化・観光部長、
経済産業部長、危機管理監代理、静岡県警察本部交通部長
静岡県CIOアドバイザー

顧問 県知事、副知事、静岡県地域整備センター理事長

アドバイ
ザ

慶應義塾大学川嶋名誉教授、東北大学桑原教授
慶應義塾大学松本専任講師

（１）トヨタ東富士実験場の視察
（２）「ＩＴＳセミナーinふじのくに」の開催
（３）ゆずりあいロード支援システムの導入
（ ） による富士山 イカ 規制乗換駐車場情報提供
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ザー 慶應義塾大学松本専任講師

オブザー
バー

中部地方整備局静岡国道事務所長、浜松河川国道事務所長、沼津河
川国道事務所長、中日本高速道路（株）東京支社総務企画部企画調
整チームリーダー、特定非営利活動法人ITS Japan専務理事

（４）Ｔｗｉｔｔｔｅｒによる富士山マイカー規制乗換駐車場情報提供
（５）第20回ＩＴＳ世界会議東京2013 展示会への出展



４ 協議会の取組
（１）トヨタ東富士実験場の視察 （２） ITSセミナーinふじのくにの開催

日 時：平成25年4月24日
場 所：トヨタ自動車株式会社 東富士研究所
視察項目 ○研究所紹介 ○衝突試験場視察

平成24年にトヨタ自動車株式会社の東富士研究所内に新設された「ITS実験場」を
視察しました。

関係者からなるITSセミナーを開催し、東北大学の桑原先生による講演や、国土交
通省から「ITSの現状と今後の取組」に関する説明をいただき、その後、ITSに関わる
行政、民間、学識者による意見交換会を行いました。

【第１部】記念講演視察項目：○研究所紹介 ○衝突試験場視察
○ITS搭載車試乗 ○FCインフラ視察

参加者 ：川勝知事、森山副知事他 38名

【ＩＴＳ実験場】
3.5haの敷地内に、市街地コースを整備。さらに、路車間通信装置、車

【第１部】記念講演
「震災時の交通行動モニタリングと緊急支援物資の流れの記録」
講師：東北大学大学院情報科学研究科 桑原雅夫 教授

【第２部】意見交換会
「静岡県におけるITS活用の可能性について」敷地内に、市街地 を整備。さらに、路車間通信装置、車

両検知装置、歩行者検知装置、コース監視装置、交通信号機・制御装置
などを設置している。
道路環境が様々に変化する公道では実施困難な試験・評価を、繰り返

し実施することでより信頼性の高い安全運転支援システムの早期実用化
を目指している。

＜話題提供１＞「ITSの現状と今後の取組」
講師：国土交通省道路局道路交通管理課

高度道路交通システム推進室 西川昌宏 企画専門官
＜話題提供２＞「静岡県におけるITSの取組」

説明：ふじのくに静岡ITS推進協議会事務局説明 ふじ く 静岡 推進協議会事務局

ITS実験場
第１部 記念講演

第２部の意見交換会では、「震災時の交通
分析を行うために ITS技術により得られる官

第１部 記念講演 資料

分析を行うために、ITS技術により得られる官
民のデータの融合を、まずは地方より取組ん
でほしい」、「震災後の応急活動にプローブ
データの活用を考えたい。」などの意見が上
がりました。 5第２部 意見交換会 資料



４ 協議会の取組
（３）ゆずりあいロード支援システムの導入

「ゆず あ ド支援 概
高知工科大学の熊谷教授らが研究開発した「ゆずりあいロード支援システ

ム」について、高知県と同様に中山間地の多い本県への導入の可能性を検
証するため、平成23年に県道藤枝天竜線（島田市）において、実証実験を行
いました。
平成25年度は、３か所にシステムを設置しました。

このシステムは、走行する車に対向車の接近を自動的に知らせ、事前に速度を落とし
注意する、あるいは待機する等の行動を促すものです。装置はすれ違いが困難な狭隘
区間の前後に設置し、車両を検知するサーモセンサ、その情報を伝達する通信機器、
および接近を提供する表示板からなります。

「ゆずりあいロード支援システム」の概要

【設置事例】県道川根寸又峡線（川根本町奥泉）
おくいずみ

平面図

Ａ

Ｂ

○システムの特徴
このシステムは、山間部の設置に適した

次の機能を備えています。

太陽光発電でも使用可能Ａ

Ｃ

Sensor

LED board

・太陽光発電でも使用可能
・無線による通信
・連続する複数の区間の一括制御
・低価格

Sensor
LED board

Ｂ

Ｃ
Ａ

広い道路

狭い道路

LED board

Sensor

LED board
○システムの流れ

狭い道路
B

Ｂ
車両感知センサーで、狭い道路区

間に車両が進入したことを感知する
と、反対側のLEDボードにおいて、ピ
クトグラムのアニメーション効果による
表示で注意喚起します。

A B

Sensor
LED board LED board

B（設置後）

LEDボードの注意喚起により、B
側の車両は、A側から来る車とすれ
違いができる場所で 待機すること

A B
246

違いができる場所で、待機すること
ができます。



４ 協議会の取組
（４）Ｔｗｉｔｔｔｅｒを利用した富士山マイカー規制乗換駐車場の利用状況の情報提供

情報発信の仕組みは簡単です。県と市の職員が交代で務める、現地運営本部・要
員が、駐車台数に応じて、水ヶ塚駐車場の状況を、Twitterに入力することで、来訪者

静岡県では、富士山の来訪者に渋滞のない安全で快適な交通を確保するとともに、
富士山の環境を保全するため、富士宮口は平成6年から、須走口は平成18年から、海

導入の背景 情報提供の仕組み

携帯

が、携帯電話やスマートフォンなどで、駐車場の状況を、事前に確認できるようにしまし
た。
実施にあたり、誰もが簡単に入力できるにように、情報発信する内容や、タイミングを

定めたマニュアルを作成しました。

通常時
凡例

満車時

の日の三連休や旧盆期の週末等にマイカー規制を実施しています。
富士宮口では、マイカー規制期間中、マイカーでの来訪者は、２合目にある水ヶ塚駐

車場にて、シャトルバスに乗り換え、５合目に向ってもらいます。

【富士山マイカー規制の実施】
（富士宮口）

マイカー規制
現地運営本部

駐車場の

携帯画面 スマホ画面

五合目

ｼｬﾄﾙﾊﾞｽ

満車時
（富士宮口）

Twitter

駐車場の
情報入力

水ヶ塚駐車場満車状況 水ヶ塚駐車場満車時入口混雑状況

駐車場状況 情報発信内容（ツイート内容）

水ヶ塚駐車台数：730台以下 水ヶ塚は「空有」⇒駐車は水ヶ塚へ

二合目

予備駐車場
（西臼塚駐車場）

イラスト：
li b ill

約5km

二合目
乗換駐車場

（水ヶ塚駐車場）

駐車容量
約1,000台

駐車容量
約400台

富士宮口の水ヶ塚駐車場の混雑状況については、これまで交通整理人や立看板で
お知らせしていたため、来訪者は現地に来なければ駐車場の状況が分かりませんでし
た。満車の場合には、水ヶ塚駐車場から約５ｋｍ離れた予備駐車場に移動する必要が
あり、特に今年度は、富士山が世界文化遺産に登録されたことにより、来訪者の増加が
想定され 状況の改善が必要でした

水ヶ塚駐車台数：730台超過 水ヶ塚は「混雑」⇒駐車は水ヶ塚へ

水ヶ塚駐車場：満車（約1,000台） 水ヶ塚は「満車」､西臼塚は「空有」⇒駐車は西臼塚へ

clipart by illpop.com

改善の効果
・５９０人を超えるフォロワー

・駐車場利用者の２８％の方が活用
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想定され、状況の改善が必要でした。
そこで、来訪者の負担を軽減し利用の平準化を図るため、ツイッターを活用して、駐車

場の利用状況に関する情報発信を行いました。

駐車場利用者の２８％の方が活用

来訪者へのサービスを向上



４ 協議会の取組
（５）第20回ITS世界会議東京2013 展示会への出展

開 催 日 平成25年10月15日（火）～18日（金）
（17日、18日は、展示場一般公開）

開催場所 東京ビックサイト（開会式：東京国際フォーラム）

“Open ITS to the Next”

静岡県では、10月14日～18日に東京で開催された「第20回ITS世界会議東京2013」において、
県内におけるITSの取組をＰＲするため、他の自治体や地域ITS推進協議会と合同で展示会に
出展しました。
本県のコーナーでは、EV・PHVなど次世代自動車の本県における普及促進の取組や、山間

部の道幅が狭く見通しの悪い道路において、対向車の接近を伝えるシステムを導入した事例な
どを紹介するとともに、これらと併せて、本年６月に世界文化遺産に登録された富士山の紹介も
行いました。

【自治体共同ブースオープニングセレモニー】

協議会における今後の取組

ふじのくに静岡ＩＴＳ推進協議会では、自動運
転 ＥＴＣ カ ナビゲ シ ンなどの全国的な

静岡県展示ブースには、4日間で350人以
上の方が訪れ、関係者と様々な意見交換を

【ＩＴＳの取組をＰＲ】
転、ＥＴＣ、カーナビゲーションなどの全国的な
ITSの取組と平行し、「ゆずりあいロード支援シス
テム」や「Ｔｗｉｔｔｔｅｒによる富士山マイカー規制乗
換駐車場情報提供」のように、地域の課題に対
してITS活用の可能性を研究し 対応出来ること
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行いました。 してITS活用の可能性を研究し、対応出来ること
から取り組んでいきます。

【ブースパネルの一例】


